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野 田 市 胃 集 団 検 診 2 1 年 間 の 成 績 
一 2 1 年 間 の 検 診 成 績 、 前 期 1 2 年 間 及 び 後 期 9 年 間 の 比 較 検 討 -

野田市医師会 青木敏郎 

ぐはじめに〉 

昭和58年に老健法が制定され、野田市は胃検診車によ 
る胃集団検診を昭和59年（1984)より始め、今年平成18 
年で23年になる。 

多くの難問を処理し、23年間検診を継続し、良好な成 
績をあげることができた。 

21年間の検診成績を検討し、単に検診成績の集計だけ 
に終ることはなく、前期12年間（昭和59年～平成7年） 
と後期9年間（平成8年～平成16年）の成績を比較検討し、 
その結果大きな変動がみられた。それは21年間という長 
い年月による人口動態の変化、高齢化であり、その変化 

により、受診者数の増加と同時に、受診者の年齢、性別 

分布に大きな変化がみられ、胃がん罹患数と罹患年齢分 

布、性別分布にもかなりの変化が現れていた。これらの 
検診成績の検討から今後の胃がん検診の指針としてゆき 

たい。 

¦ く 2 1年間の検診成績〉 

前期ひ 2年間）と後期ゆ年間）に分け、各時期の受 
診者数、年齢、性別の変動と発見胃がん数及び胃がん発 

見率等の変動について比較検討をした。（表-ね 

表 - 1 2 1年間の検診成績 

〔昭和59年(1984)～平成16年はりりめ〕 

年度 \ 
受診者数 要精検者数 

ぼ） 
精検受診者数 発見/早期がん 

胃がん数\進行がん 
胃がん発見率 

II期 
^和59年 
平成、年 
い2年^ 

62,139 

ゅ^) 

男18,528 
はま 11,222 10.789 

196.2^1 

ぱ^早(男49'女22) 
53.850̂ 進（男24，女仂) 0.16996 

II期 
^和59年 
平成、年 
い2年^ 

62,139 

ゅ^) 女43,611 
11,222 10.789 

196.2^1 

ぱ^早(男49'女22) 
53.850̂ 進（男24，女仂) 0.16996 

後期 
平成一年 

平成16年 
19年間） 

59,032 

は7幻 

男19,732 

133.4561 6,714 6,458 

06.1^1 

9。早(男46'女ぼ 

46，2別\進（男巧.女リ) 
0.15296 

後期 
平成一年 

平成16年 
19年間） 

59,032 

は7幻 女39,300 
6,714 6,458 

06.1^1 

9。早(男46'女ぼ 

46，2別\進（男巧.女リ) 
0.15296 

計 121,171 

男38,260 

01.69 17,936 17,247 

はび） 

早（男95'女351 
195ぐ 

\進（男43'女221 
0.160^ 計 121,171 

女82，911 

戶̂/。） 

17,936 17,247 

はび） 

早（男95'女351 
195ぐ 

\進（男43'女221 
0.160^ 

率0ュ60。为(前期1.069^。、後期0.1529^、早期胃がんの割 
合66.6% (前期6760石、後期65.59^である。 

要精検率は前期18ュグ。、後期订.3%と6，8グ0も減少し、 
この率の減少は年間受診者の500人前後が異常なしと診 
断と同じ結果であり、要注意と考えられる。精検受診率 

は96.1%で各期に差はみられなかつた。 

以上が21年間受診成績の大要である。 

1 . ^ ^ 受 ^ # の ^ ! ！ ; 

検診受診者の変動について、検診時期、人数、年齢、 

性別の4項目に分けて、各々の前後期の変動を比較検討 

をする。 

^表 - 2 1 2年間の検診成績 

^ (1984～1985)(昭和59年～平成7年） 

年度\ 
受診者数 要精検査数 

(率） 
精検受診者数 
(率） 31

3拍
 

理
ゆ
 

1̂-
111

1 
な
继
 

胃がん発見率 

1984 
(昭和59〉 3,523 

男743 
女2,780 

817 

ゅバ） 
776 ^ 早 5 (男2 '女3】 

5ぐ進0 0.1456 

1985 國 I男 1 , 4 9 8 
4 , 7 8 7女2，389 

1,005 
は9ぉ 

971 ，/早1(男1'女（！） 
へ進0 0.0296 

1986 4,864 
男1，521 
女3,343 

1,066 
121.9561 

1,021 
ぉマぉ 

7パ早3 (男3 '女（！） 
；、進4 (男1'女3】 0.1456 

1987 4,231 
男1,521 
女2，710 

920 889 に早4 (男3 '女1】 
8、進4 (男3 '女1】 0.1956 

1988 4,462 
男1,418 
#3,044 

847 
("力お 

820 
ー-ま 

" /早 7 (男5 '女2】 
"、進6 (男4 '女21 0.29^ 

1989 

(平成元） 
5,202 

男1，616 
女3，586 

790 771 
か ^ ) 

8^早4 (男2 ，女21 
8、進4 (男4 ' 女 " 0.15？^ 

1990 5,693 
111,647 
女4,046 

907 887 

[^！.^) 
早8 (男5 '女3】 

"シ進3 (男2 ，女1】 0.1956 

1991 5,743 
男1,582 
女4，161 

882 
(はれ） 

845 " '早10 (男6 '女4】 
"進3 (男3 '女（！） 

0.2256 

1992 5,493 男1,550 
女3,943 

823 
(枓.^) 

793 
06.3^1 

4ビ早3 (男2 '女1】 
4、進1(男1，女（！) 

0.0756 

1993 5,966 男1，764 
女4,202 

975 940 
06.4561 

" パ 1 0 (男7 ，女3】 
"、進2 (男2 '女（！） 

0.2056 

1994 6,174 男1,838 
女4,336 

1,070 1,015 
ゆ"幻 

"パ早8 (男6 '女2】 
，1、進3 (男1'女2】 

0.1856 

1995 

(平成フ) 
6,001 男1,830 

女4，172 
1,120 1,070 

195.3^1 
，ゥ,早8 (男6 '女2】 
"、進4 (男3 '女1〉 

0.2056 

計 62,139 
男18,528 
女43,611 

11,222 
(ルび） 

10,798 
06.2^1 

1^パ早71(男48'女23】 
1ぬ、進34 (男24'女10！ 

0.1796 

総受診者数は121,171人、男性38,260人、女性82,911人、 
男女比1：2.16 (前期1：2.35、後期1：1.99〕、発見胃がん 
数195人（早期胃がん130人、進行がん65人）胃がん発見 

1〉灘時期について（表 - 》 （表 - 》 

21年間の検診を前、後期の2期に分けて、時期による 

受診者の変動をみる。 
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前期12年間（昭和59年～平成7年）は、昭和58年の老 
健法の施行により、胃集団検診という形態の検診方式が 

始まり、胃がん検診の必要性が市民に浸透していった時 

期であり、開始の昭和59年の検診数は3,523人であり、次 
第に増加し、前期の最後の平成7年には6,000人代になり、 
現在は7,000人代迄に増えている。 

後期9年間（平成8年～平成16年）はがん死亡数の急増 

〈表- 3 9年間の検診成績 

、(1986̃2004)(平成8年～平成16年) 

年度\ 受診者数 要精検査数 
(率） 

精検受診者数 
(率） 

発見̂早期がん 
胃がん数ゝ進行がん 胃がん発見率 

1996 
平成8 5,996 

11,867 
女4，129 

734 702 。/早3 (男3，'女り） 
8、進5 (男4 '女11 0，133ズ 

1997 6,003 
男1,932 
女4,071 

811 789 
か ^ ) 

10パ早6 (男4 '女2】 
"、進4 (男3 '女1； 0.16696 

1998 6,035 
男2,009 
女4,026 

697 667 
ぉマ幻 

/早12 (男11'女1； 
15ぐ進3 (男2 '女" 0.24856 

1999 5,921 
男1,973 
女3,948 

700 661 " / 早 8 (男7 ，女1》 
レぐ進4 (男2 ，女2) 0.20256 

2000 5,942 
男2,023 
女3,919 

736 715 。ビ早3 (男3 '女（！） 
"、進6 (男3 ，女3》 0.15156 

2001 7,093 
男2,413 
女4,680 

749 I 731 
ぃりぶぉ）！ゅァぶぉ） 

化,早7ほ4 '女3】 
"、進3 (男1'女2》 0.14056 

2002 6,462 
男2,171 
女4,291 

765 742 7 ^早5 (男4 '女1〉 
進2【男1'女1》 0.10856 

2003 7,924 男2,726 
女5，198 

779 
は^) 

738 。^早8 (男5 ，女3】 
リ、進1(男1'女0】 0.11396 

2004 
(平成16】 7,656 

男2,618 
女5,038 

743 713 
^ぷ幻 

" / 早 7 (男5 '女ュ） 
…ぐ進3 (男2 ' 女 0 0.13096 

計 59,032 
男19,732 
女39,300 

6,714 
(门^) 

6,458 I 00ズ早59【男46'女13】 
(̂ .̂ \%) ！ ^\進31(男19'女12》 0.15296 

と胃集検の必要性の認識により、と同時に60歳以上の市 
民の増加により、60歳以上の受診者が急増し、7,000人代 
迄になつている。この事は胃がん検診活動の成果と考え 
たい。 

2〉性、年齢別受餘数の麵（表 - 4〕（表 - お 

検診期間を前期12年と後期9年に2分し、前後期におけ 
る受診者の変動をみる。大きな変動は2点ある。第1は60 
歳以上の受診者数は後期9年間は前期12年より大幅に増 
加し、60グ0も増えている。第2はそれとは反対に49歳以 
下の受診者数は後期は前期より68グ0も急減している。 

この大きな受診者数の変動の理由とその経過を述べる。 

総受診者数は121,171人、年平均受診者数5,770人である。 
前期12年間の受診者数62，139人、年平均数5，175人、後期9 
年間は57,030人、年平均数6,559人である。 

年平均受診者数は前期より後期は1,381人、26，6グ0も增 
加している。後期9年間の検診状況として、受診者数の 
増カロ、上昇傾向が現れて、胃がん検診への関心の高さが 

示されている。 

60歳以上の男女受診者数は後期には前期の19,927人 
(受診者の32.19^から33,298人（56.9%)へ、13,371人、 

^ 表 - 4年齢 ' 性 別受診者数 

昭和58年～平成7年り2年間）'前期 

受 診 者 数 
、、、、性 男 女 計 

1,324 4,185 5,509 I 8.9X1 

40～49 4,499 16,400 20,899 (33.6%) 
42,212 

ま 9 0 

50～59 3,834 11,970 15,804はミ.^) 

60̃69 6,490 9,103 15,593 125.1XI 
19,927 

70 ̃  2,381 1,953 4,334 I 7.0961 
132.1961 

計 18,528 
は^ ) 

43 611 
ま幻 

62,139 〈10090 

平成8年～ 16年ゆ年間），後其 

受 診 者 数 

男 女 計 

32 123 155 (。^幻 

40-49 1,617 6,459 8,076 (13.7%) 
25,734 

ー幻 
50-59 3,182 14,321 17,502は^らが 

25,734 

ー幻 

60-69 9,832 13,368 23,200 09.3^1 
33,298 

70～ 5,069 5,029 10,098 117.^1 【56.490 

計 

湾
 59,032 

' 表 - 5 @前期12年間の受診者数（昭和59年～平成7年) 

@前期9年間の受診者数（平成9年～平成16年) 

！""39歳以下 
155人 

70歳以上―^ は 细 

0前期60歳以上受診者数 0後期60歲以上受診者数 
19,927人が."!お） 33,298人〈56.4お） 

第67回日本消化器がん検診学会 77号掲示板 15 

関東甲信越地方会学術集会⋯9 編集後記 16 

日本消化器がん検診学会関東甲信越地方会 

第40回放射線部会総会 

国民にアピールする胃がん検診精度 10 

放射線部会「世話人08会」開催される 

野田市胃集団検診 2 1年間の成績 
一21年間の検診成績. 
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67が石も急増している。 

男女別に急増の割合をみると、60歳以上の男性受診者 
は後期は755グ0で、前期の47.89^より大きく増えている。 
女性も後期は前期の253グ0から46ぶグ0へと急増している。 
これは男性受診者の75グ0、 4人に3人、75グ。が60歳以上で 
あり、又女性も60歳以上は後期は前期の253グクから46ぶグ0 
と増え、受診者の2人に1人という数になり、受診者の高 
齢化は驚くほどである。平成16年度胃集検成績では男子 
受診者の80グ0が60歳以上であり、女子では545グ0が60歳 
以上であった。受診者年齢の高齢ィヒは急速に進んでいる。 

受診者年齢のピークは表一3のように女性では、前期 
は40歲代にあった力、後期には50歲代と10歳の上昇を示 
している。男性では前、後期ともに受診年齢のピークは 

60歳代にあり、60歳以上の男性受診者数は15～2倍に増 

えている。 

2，野田市の人口動態の変動（表-め 

野田市の人口動態が大きく変化した結果が受診者の年 

齢区分も大きく変わることになつた。 

野田市の人口動態を平成5年と平成15年を比較検討を 
する。（表一6〉 

平成5年の総人口数115,956人、男性59,026人、女性 
57,930人で、同年の60歲以上の数は17,957人、総人口数の 
ほ.3%である。 

平成ほ年の総人口数は121,698人、男性61,155人、女性 
60,543人、同年の60歳以上の数28,237人、2321^である。 

10年間の総人口数の増加は微か5,742人、49グ0である。 
それに反して、この 1 0年間の 6 0歳以上の人口増は、 

卖 ― ^ 平 成 5 年 \ 
平成ほ年〉野田市年齢別人口数 

17,957人から28,237人へと10,280人、ほ.3%から？ぉ1^へと 
増えている。60歳以上の人が市の人口に占める割合は、 
平成5年は6.5人に1人であったが、平成15年には4.3人に1 
人になっている。このように人口は急速に高齢ィ匕をして 

いる。 

60歳以上の人口の急増が、後期の胃集検の受診者が60 
歳以上の男性は4人に3人になり、女性は2人に1人という 
割合になつている。 

後期の受診者数の増加及び増加率ぉァカグり）と野田市 

平成15年の60歳以上の人口の10年前と比較し、人口の増 
加数及び増加率ほァュグ"は各々類似し、受診者数の増 

加も、人口の高齢化とがん検診の必要性の啓発の徹底に 

よる。 

現在、野田市民の60歳以上の人々の胃集検の受診者数 
は増加し8.5人に1人(男性8.8人、女性8.2人）の率になつ 
ている。ということは60歳以上の野田市民は約9人に1人 
は胃集検を受診していることになる。 

このことが胃がん死亡を減らすには有効であり、しか 
し、反復者の多いことと、年1回の受診の必要性という 
ことからも、高齢者受診者の急増は胃がん罹患の高危険 

群の増加を示すものであり、一層の受診の勧奨と検診の 
充実が望まれる。 

ョ . 胃 集 検 受冑変動のまとめ 

！)受診者数は後期は前期より年平均約1380人増加した。 

2〉受診者男女比は女性は男性の2～4倍、高齢になると 

差はなくなる。 

3〕受診者の年齢は60歲以上が急増し、男性は4人に3人、 

女性は2人に1人になる。 

60歲以上の総受診者への割合は321グ0から564グ0と 

増加した。 

逆に50歳以下の受言!^数はザ/りから14グ0へと激減した。 

め70歳以上の受診者は後期は前期に比べて、男性は 

2.12倍〈2,351人―5,069人)、女性は2.57倍ひ，953人 

―5,029人）へ急増した。 

5〕野田市の60歳以上の人口 （平成15年度）はこの10 

年間に15.3%ひ7，957人）から23.2^^は8，237人）へ 

と急、増した。 

く発見胃がん 2 1年間の変動について〉 

21年間の胃集検発見胃がんの年次，性，年齢別の変動 
について検討する。 

総受診者数121,171人、発見胃がん数195人、胃がん発 
見率ひ160グ0、早期胃がんの割合66，6グ0である。 

1 .胃がん数の性、年齢別麵 

，表-ァ.発見胃がん数の性、年齢，前後期別の変動 

早期がん 進行がん 
計 総計 

検診期間 年齢 男 女 計 男 女 計 
計 総計 

～39 0 0 0 0 

前 40～49 4 3 1 2 3 10 
29 
咖ぉ） 

期 50～59 5 6 11 4 3 18 

12 
年 
間 

60～69 23 9 32 14 3 17 49 
76 12 

年 
間 70～ 17 3 20 5 2 7 27 は屬） 

計 49 22 71 
断孤) 

24 10 34 105 
00096》 

～39 0 0 0 0 0 0 0 

後 13 
。標） 

後 40～49 1 1 2 0 0 0 2 
13 
。標） 

期 50～59 4 4 8 1 2 3 11 

9 
年 
間 

60～69 22 3 25 10 6 12 41 
77 

9 
年 
間 70～ 19 5 24 8 4 12 36 ほおお) 

計 46 13 
59 

19 12 31 
〈34.490 

90 
( 醒 ) 

21年間発見胃がんは、前期105人、後期90人、合計195 
人である。年平均は前期8.75人、後期10.0人で、後期が僅 
か増加した。 

年齢別では60歳以上の胃がんは前期は76人、全胃がん 
の71がん、後期は77人、85.5%で13%増加している。 

性別は前期は男性71人、女性34人、後期は男性59人、 
女性は31人で、女性が少し増えている。男女比は略2:1 
である。（表―ァ） 

年齢の高齢化によるがんの多発という結果が示されて 

いる。 

2胃がん発見率の変動 

胃がん発見率は全期り .166%、前期0.169^0、後期 
0.152%であり略似ている。 

男女のがん発見の差は全期を通して男性は女性の約5 
倍も多く、胃がんが発見されている。60歳代、70歳代と 
男性は常に高率を示し、人口の高齢化は胃がんの一次予 

防、二次予防の重要性を示している。 

年齢別に見ると、60歳以上の男女では、胃がん発見率 


